
官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 佐賀県小城市 

②事業名 海游ふれあいパーク活性化事業 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

①.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

海游ふれあいパークは、小城市の南部、有明海に隣接し、「ムツ

ゴロウとシオマネキ」の保護区に指定されており、自然豊かな公

園としてリニューアルを検討しています。 

老朽化が進んでいる既存の施設（ムツゴロウ型トイレ、物産販

売所、キャンプ場炊事場など）については建替えを考えていない

ものの、新しいコンセプトの下、公園の魅力向上と利用者の利便

性向上、財政負担軽減を実現できる事業手法を含め対象地の市場

性等について、様々な業態の民間事業者から率直な御意見をお聞

かせいただき、庁内の検討を進めていく段階です。 

④サウンディングの目的 財政負担の軽減を図る中で、 本市が取り組む「海游ふれあいパ

ーク活性化事業」の一環として人々が自然とのふれあいの中で、

自然の大切さや尊さを学ぶ豊かな心の醸成を図る公園としてリニ

ューアルを検討しています。また、現在の施設の建替えは考えて 

いないものの、公園の魅力向上、利用者の利便性向上とともに、

整備・維持管理費用をできる限り抑えることのできる スキームを

想定しています 。 

事業手法を含め民間事業者が有する柔軟なアイデアを取り入

れ、方向性を決定したいと考えています。 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

○対象地の市場性についてお聞きしたい。 

○官民連携手法としてどのような手法が想定され得るか、また、

どの手法が適しているかについて提案いただきたい。 

○現在、ムツゴロウ公園・多目的グラウンド・ムツゴロウ型モニ

ュメントトイレ・干潟体験場・キャンプ場（オートキャンプ・

フリーテントサイト）・物産販売所の利活用について提案いただ

きたい。 

○ムツゴロウ公園・多目的グラウンドは、佐賀県の指定管理（港

湾施設）を受けている。 

〇物産販売所においては、建物は小城市所有となっているが、運

営は物産販売協議会が行っている。 



④対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    ⑤.維持管理    ⑥.コンサル     

⑦.運営（          ） 

⑧.その他（飲食、スポーツ、健康、造園、キャンプ関連事業者） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    ③.改修   ④.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

②想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   ②.収益型   3.混合型 

4.公的不動産の利活用   ⑤.包括的民間委託 

⑥.指定管理者制度   ７.コンセッション 

８.その他（             ） 

③事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

海游ふれあいパークは、小城市の南部、有明海に隣接し、「ムツ

ゴロウとシオマネキ」の保護区に指定されており、自然豊かな公

園としてリニューアルを検討しています。 

公園の魅力向上と利用者の利便性向上、財政負担軽減を実現で

きる事業手法により、公園を維持、管理していくことを目指しま

す。 

④現状及び課題  海遊ふれあいパークは、平成 8年に自然の中で活動できる公園

として設置されました。建築後 25 年を経過し、老朽化が著しい

ムツゴロウ型トイレを改修する方針です。 

平成 13 年に、隣接してオートキャンプ場と干潟体験場、物産

販売所を整備。干潟体験場利用者用にシャワー施設があり、キャ

ンプ場利用者も使用することができますが、こちらも老朽化して

おり、改修方法等を検討する時期にきています。 

昨年ごろから、空前のキャンプブームにより冬キャンプが定着

しつつあり、１年を通してキャンプ場の利用は増加傾向にありま

すが、今以上に使いやすいキャンプ場に必要な設備のご提案をい

ただければと考えています。 

⑤前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

佐賀県から指定管理を受けている部分については、市での構造

物の建築等はできません。ソフト事業での利用は可能です。 

市有地部分のリニューアルに係る費用負担をできる限り抑え

る、又は維持管理費の縮減を図るスキームを構築したいと考えま

す。また、指定管理部分を含む公園一帯を利用した管理手法等で

利用者を増やせないかご提案をいただきたいと思います。 

⑥事業スケジュール（予

定） 

未定 サウンディング後に年次計画を作成予定 

 

 

 

 



（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 佐賀県小城市芦刈町永田 3033番地 1 

・長崎自動車道小城スマートインターチェンジまで 車で 30 分

（14.4㎞） 

・ＪＲ牛津駅まで 6.9㎞ 

②敷地面積 小城市所有 95.81㎡ 

佐賀県所有 40,857.45 ㎡（小城市が指定管理を受けている） 

③土地利用上の制約 なし 

④所有者 小城市所有 95.81㎡ 

佐賀県所有 40,857.45 ㎡（小城市が指定管理を受けている） 

⑤周辺施設等 【約1km圏内に所在する施設等】 

 佐賀県有明海水産振興センター、 

⑥対象地周辺の環境  国道 444号線から約 1ｋｍの場所に位置し、3.3ｋｍ先に有明

海沿岸道路芦刈南インターチェンジがあり、東西南北への道路交

通の利便性が高い環境にあります。 

しかし、公共交通は一番近いＪＲの駅（牛津駅）から 7.7km、そ

こからの交通手段はタクシーしかないため、車を利用する方が主

な利用者となっています。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

平日自動車交通量（台／日）H２７交通量調査から 

・国道444号 19,230台 

（３）対象施設   

（3）-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称 ⚫ ムツゴロウ公園（多目的グ

ラウンド） 

⚫ ムツゴロウ型トイレ 

⚫ 干潟体験場 

⚫ キャンプ場 

⚫ 物産販売所 

⚫ トイレ及びシャワー室 

未定 

②施設の延床面積 ⚫ ムツゴロウ型トイレ 

 

 

84.38㎡ 

女 8基（和）・男小 7基大 3基

（洋）内男女とも身障者トイレ 

⚫ 物産販売所 56.07㎡ 

⚫ トイレ及びシャワー室 73.87㎡ 

女 2基（和）・男小 2基大 1基

（洋）シャワー男女 3基 



③建物の構成（構造、階数） ⚫ ムツゴロウ型トイレ 

 

 

 

ＲＣ造 84.38㎡ 

女 8基（和）・男小 7基大 3

基（洋）内男女とも身障者ト

イレ 

⚫ 物産販売所 プレハブ造 56.07㎡ 

⚫ トイレ及びシャワー室 73.87㎡ ＲＣ，1階 

④主な施設の内容、導入機

能 

⚫ ムツゴロウ公園、多目的グ

ラウンド（指定管理受・直

営） 

⚫ ムツゴロウ型トイレ（清掃

委託） 

⚫ 干潟体験場（受付・運営委

託） 

⚫ キャンプ場（受付・運営委

託） 

⚫ 物産販売所（建物は協議会

に無償貸与） 

⚫ トイレ及びシャワー室（清

掃委託） 

 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

⚫ ムツゴロウ公園、多目的グ

ラウンド（佐賀県から指定

管理を受けている） 

⚫ ムツゴロウ型トイレ（清掃

委託） 

⚫ 干潟体験場（受付・運営委

託） 

⚫ キャンプ場（受付・運営委

託） 

⚫ 物産販売所（協議会に無償

使用） 

⚫ トイレ及びシャワー室（清

掃委託・運営委託） 

市の施設は一体的な管理を検

討し、その中で隣接するムツゴ

ロウ公園、多目的グラウンドの

有効な活用も合わせて検討し

たい 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

 佐賀県の施設は市が指定管理

を受けているため再委託等が

不可能であるが、市の施設（キ

ャンプ場や干潟体験場）と合わ

せて利用者の利便性や満足度

を向上するためにはどのよう

な活用方法があるか。 



（3）-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称 【道路】国道 444号 

【上水道】整備済 

【下水道】整備済 

変更なし 

②規模、能力 等 【道路】国道 444 号 50km

規制 

【上水道】直接圧送 20 ㎜菅 

20ｔ/日 

【下水道】オキシデージョンデ

インチ方式・浄化センター能力

780㎥/日 

変更なし 

③運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

【上水道】佐賀西部広域水道企

業団 

【下水道】小城市 

 

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

堤防は国土交通省管理、堤防沿

いの桜は小城市がオーナー制度

で植樹している。 

また、ムツゴロウ公園内の桜も

小城市がオーナー制で植樹して

いる。 

 

一帯がムツゴロウ・シオマネキ

保護区であるため、他の海岸と

比較すると希少生物が逃げにく

く、目の前で観察できる。 

 

 

■参加予定形式 

本取組は、現地会場及びWeb会議（Zoom 予定）を併用した開催を予定しています。 

相談自治体の参加予定形式 １ 現地会場で参加する 

２ Web会議で参加する 

※今後の状況の変化に応じて、相談自治体の参加予定形式については変更となる場合があります。 

 

■ 添付資料 

⚫ 利用者の推移（H22～R2.11月まで） 

⚫ ムツゴロウ公園周辺図 

⚫ 海遊ふれあいパーク 所有者ごと色付け（字図・航空写真） 

⚫ 海遊ふれあいパーク（指定管理を含む） 土地台帳 


